
②1週間の過ごし方・処置の時間    ★学校や習い事、医療ケア等 1週間の流れを書いてみましょう！ 

Ⅰ．1週間のタイムスケジュール                               NO.   １     

平成 30年 10月 21日   年齢・学年  3歳年少   

記入者               

 月 火 水 木 金 土 日 

0:00        

1:00        

2:00        

3:00        

4:00        

5:00        

6:00        

7:00 7:00 起床・朝ごはん・内服用ツインライン・便出し・注腸・投薬 

8:00 8:30 便出し・CVロック 

9:00 9：20 便出し  

10:00   

11:00 11：50 便出し・お昼ごはん  

12:00 12:40 便出し  

13:00   

14:00 14:30 CVの輸液を繋ぐ 

15:00 15:00 便出し・注腸・投薬 

16:00 ※CV フィルム交換（火・金） 

17:00 17:30 入浴・便出し・パウチ交換（2日に 1回） 

18:00 18:30 夕ごはん・便出し・注腸・投薬 

19:00  

20:00 20:30 就寝 

21:00 21:30 便出し・注腸 

22:00  

23:00 23:00 便出し 

24:00        

 

幼稚園 

ロック時間 6時間

厳守で！ 

ロックする時刻・ 

輸液を繋ぐ時刻

は多少前後あり。 

★月に 1度 

火曜日 15:00-17:00 外科外来 

★月に 1回か 2回 

木曜日～月曜日 イントラ入院（脂肪剤の注入） 

★水曜日 17:００頃 薬局に輸液を持ってきてもらう。 



1 

 

④医療的ケアの情報  ★本人、保護者が医療ケアについて記入して下さい。 

NO.   １     

平成 30年 10月 21日   年齢・学年  3歳年少   

記入者               

 ★必要とする医療ケアの□にチェックを付けて下さい。 

 気管切開  下咽頭チューブ 

 在宅酸素療法  在宅人工呼吸器療法 

 カフアシスト  胃チューブ 

✔ 腸ろう ✔ CVカテーテル 

 在宅フローラン  自己注射 

 鼓膜留置ドレーン  ペースメーカー 

✔ ストーマ  シャント 

 体内金属  

 

□   CVカテーテル       

 医療器具の種類・管理方法 

種類 ブロビアックカテーテル        カテーテル留置部分 右外頚静脈 

皮膚挿入部からの細いカテーテル部分の長さ 9.5ｃｍ 

CV機械 カフティーポンプ S 

点滴時間 基本 14時 30分～8時 30分  流量 80mi/時 

※CVチューブは毎日交換、CVロック時と輸液接続前にヘパリンを投与！ 

CV フィルム IV3000 6cm×7cm 

※火曜、金曜にフィルム交換。 

 医療的ケアの内容   （入院時、看護師も点滴管理。CV フィルム交換は医師のみ） 

処置出来る人： 母、医師 

         母がいない緊急時は父親 

 その他のケア 

処置出来る人： 母、医師 

         母がいない緊急時は父親 

※緊急時の対応 

①カテーテルが皮膚から抜けたり、出血が見られる場合は、緊急で病院に連絡！ 

 

②フィルムが剥がれた場合…清潔な場所、清潔操作を守ってフィルムの張り替え。 

③CV機械の警告…操作マニュアルに沿って対応。 

④輸液が流れない、ヘパリンが入らない…輸液が CVを通して流れない場合は、清潔操作で 

ヘパリンを投与。それでも流れない場合は、クレンメを閉

じ、病院へ連絡。 
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□     ストーマ        

 医療器具の種類・管理方法 

大腸ストーマ（コロストミー） 

本人から見て右ストーマ口側からの排泄…パウチこども用カラヤ 5 ドレイン 38mm３２３３ 

                           アダプト皮膚保護シール 98mm７８０ 

                           ブラバウェハー20cm×20cm３２２０ 

                           キャビロンクリーム a３３９１ｇ 

本人から見て左ストーマ肛門側…パウチキン小児用ワンピースロックンロール３７９６ 

                     アダプト皮膚保護シール 98mm７８０ 

・パウチ２日に１回張り替え交換 

・便出しは水便で、水を飲むとすぐ排便されるので早い時は３０分ごとに便出しが必要。 

・水便のため、パウチの中に吸収剤を入れている。 （H30.10現在…右５個、左３個） 

※パウチの張り替え方は、ファイルの中にある方法を参照。 

 医療的ケアの内容： ・パウチの張り替え 

処置出来る人：母、看護師、訪問看護師 

         （母がいない緊急時は父） 

 その他のケア： ・パウチからの便出し 

処置出来る人：母、父、看護師、訪問看護師 

※便出しは法律上処置する人に制限はないため、方法を覚えれば誰でも出来る。 

※緊急時の対応 

①パウチが剥がれたり漏れた…仰向けに寝かせ、CV部分が汚れないようにしてパウチを張り

替える。 

 

□    腸ろう           

 医療器具の種類・管理方法 

医療器具の種類 腎盂バルーンカテーテル S FR12容量 2ｍ ・ カテーテルジョイント 

挿入部分 右ストマ外側の腸（左ストマに繋がる腸）に 3～5cm挿入・固定し、80％ツインライン

を 1日 4回注腸。 

※P15「②1週間の過ごし方・処置の時間」参照 

 医療的ケアの内容： ・注腸  ・カテーテル挿入 

処置出来る人：母・看護師・訪問看護師・医師 

 その他のケア 

処置出来る人： 

※緊急時の対応 

①注腸の液が注入できない。…病院に連絡。 

②注入すると痛がる。…カテーテルを抜き、もう一度挿入し直すか、時間を空けて挿入。 
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＜就園時用シート＞ 

 

③生活面での注意点・介助に関する情報   ★保護者が記入して下さい。 

本人の園生活の目標 

 

おねえちゃんになる！ 

 

保護者の園生活の目標 

 

1人で出来ることを増やす！ 

 

好きなこと 
友達、お姉ちゃんと遊ぶこと。 

走ったり、動くこと。 

苦手なこと 
虫、高いところ 

友達やお姉ちゃんに嫌いと言われること。 

 

病気・障害 ヒルシュスプルング病 

備考： 生まれつき腸が動いていない病気です。 

     そのため腸にストマ（人工肛門）を作り、排泄をしています。また、腸から吸収できる栄養

が少ないため、CV（在宅用の点滴）を使って栄養を補っています。 

 

★支援が必要な場合はチェックを付けて下さい。↓ 

配慮や支援が必要な場面 支援 様子 支援内容 

身体機能面 

疾病・身体機能 ✔ 
・CV 挿入部分が胸部

にあり、ストマが腹部に

あることから、胸部・腹

部への圧迫や掴んだり

引っ張るなどの行為は

止めて下さい。 

※運動にも制限があり

ます。 

 

 

見え方 □ 

聞こえ方 □ 

姿勢保持 □ 

体の動かし方 

手先の動き 
✔ 

その他 □ 

アレルギー ✔ 

・アレルギーではありま

せんが、牛乳をそのま

ま飲むことは医師から

・乳製品の加工品は大

丈夫ですが、牛乳をそ

のまま飲まないように
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禁止されています。 

※下痢をし、脱水にな

る可能性があるため。 

 

注意して下さい。 

生活面 

 

排泄 ✔ 

・ストーマ保持のため

パウチに便が溜まりま

す。ストーマからの排

便が多く、便出しを登

下校時とお弁当前後に

必要です。 

 

 

・お弁当前後（11:50 と

12:40 頃）に親が便出し

に来ることを許可して

頂きたいです。 

登下校時もできれば、

便出しする場所を貸し

て頂きたいです。 

※先生から見てパウチが

膨れていたら、連絡をもら

えると助かります。本人も

自分から「お腹パンパン」と

言うことが出来ます。 

衣服の着脱 ✔ 

・CV、ストマで着替えが

しにくいかもしれませ

ん。 

友達にも医療器具の

部分が見えてしまうか

もしれません。 

 

 

・１人で着替えが出来

るようになるまでは、注

意して見ていてもらえ

ると助かります。 

※過剰な手伝いは要りま

せん。 

下着やスタイ、腹巻を

しているので友達には

見えないと思います

が、下着がずれたり、

紐がほどけていたら、

気付いたら直して頂け

ると安心です。 

移動 □ 

 

 

 

 

睡眠 □ 

 

 

 

 

入浴（シャワー） □ 
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歯磨き・口腔ケア □ 

 

 

 

 

温度調整 □ 

 

 

 

 

危険認知 □ 

 

 

 

 

その他 □ 

 

 

 

 

社会性・ 

コミュニケ

ーション 

指示の理解 □ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉による 

コミュニケーション 
□ 

人との関わり方 □ 

集団参加 □ 

ルールの理解・遂行 □ 

感情のコントロール □ 

注意の集中 □ 

その他 □ 

食事 

アレルギー ✔ 
・アレルギーではありま

せんが、牛乳をそのま

ま飲むことは医師から

禁止されています。 

※下痢をし、脱水にな

る可能性があるため。 

 

・水分を取りすぎるとパ

・乳製品の加工品は大

丈夫ですが、牛乳をそ

のまま飲まないように

注意して下さい。 

 

・水分は少量ずつ時間

を空けて飲ませて下さ

い。 

水分量 ✔ 

食具 □ 

形状 □ 
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量 □ 
ウチが膨れて剥がれて

しまいます。 

 

 
ペース □ 

その他 □ 

学習面 

数の認知 □ 

 

 

 

 

道具の使い方 

（ハサミ・クレヨンなど） 
□ 

 

 

 

 

その他 □ 
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＜就園時用シート＞ 

⑤疾患児の園生活時に起こりえる緊急時の対応方法 

★健康児とは違う対応や、疾患児に起こりえる状況を考え特別な対応が必要な場合、医師に相談し、 

状況に応じた対応を医師または保護者が記入して下さい。 

 

 

 

 

 

状態１ パウチが漏れた。剥がれた。 

母親に電話を下さい。すぐに幼稚園に向かいます。 

できれば、椅子に座らせておいて下さい。 

便が胸部を汚さないように気を付けて、汚れそうならタオルや紙などでパウチ部分を押さえてお

いて下さい。 

 

訪問看護師さんの場合） 

パウチの中の便を出し、吸収剤を新しいものに変え椅子に座らせておいて下さい。 

その後、母親に電話して下さい。すぐに幼稚園に向かいます。 

状態２ CVのテープやフィルムが剥げた。 

母親に電話を下さい。すぐに幼稚園に向かいます。 

できれば、椅子に座らせるか仰向けに寝かせておいて下さい。 

本人がその箇所を触らないように注意して下さい。 

 

訪問看護師さんの場合） 

椅子に座らせるか仰向けに寝かせておいて下さい。 

その後、母親に電話を下さい。すぐに幼稚園に向かいます。 

状態３ CV部分が水でびしょ濡れになった。水に浸かってしまった。 

     CV部分が引っ掛かったかも。友達に引っ張られた。 

濡れた場合は服やスタイなどの水はタオルなどで拭いて下さい。 

母親に電話を下さい。すぐに幼稚園に向かいます。 

 

訪問看護師さんの場合） 

水に濡れた場合はタオルで濡れた部分を拭き、CV 部分がどのような状態かチェックして下さ

い。 

心配なようなら、母親に電話を下さい。すぐに幼稚園に向かいます。 
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状態４ CVのカテーテルが抜けた。出血している。 

すぐに母親に電話を下さい。 

医療機関と連絡を取りながら対応します。 

訪問看護師さんの場合） 

すぐに母親に電話を下さい。 

医療機関と連絡を取りながら対応します。 

 

≪訪問看護師さんが上記の状態が起こったときに 

居合わせた場合≫ 

 

母親に電話して状態を伝えて対応方法を聞いてから、幼稚園の先生

にも状態を伝えて助けが必要な場合はお願いして下さい。 

※手が離せず、母親に電話を掛けられない場合は幼稚園の先生に電

話をかけてもらって下さい。 

≪便出し時に起こり得ること≫ 

①腹巻、スタイが汚れた 

  予備をケア用品の中に入れておくので着替えさせて下さい。 

②体操服、シャツ、Tシャツが汚れた 

  幼稚園に声をかけて下さい。本人の予備が置いてあれば予備

に、なければ幼稚園の服を借りて着替えさせて下さい。 

③下着が汚れた 

  夏は脱がせて、直接シャツや Tシャツを着せて下さい。 

 

※汚れたものは、ナイロン袋に入れ、幼稚園の先生に伝えて 

鞄に入れて貰って下さい。 


